
鞍培 附 輔曲 轡

急■の口1総畠が‖ぃ施尋竜滅・′2絡恩ボ勝議 匙М′5奄畠ボ|ぃ罐 こ蝕

く文皆鼠が |ぬそ後番種緑 ′岳ヤ手自谷
｀
伊徐る絃華逮留Rと 式還、

淡神 ↓
工 滅撫 留―ゑ)十 む―淡払うγ ダ 夙枠Fこと後 恐キr)ぬRキ官

飾―品と3-F―静1)み_撓う

譲後一革告凄
程|ギと後ギ)惣軌y―鵠 学

=←た翌年ポ体 2-推 う
+こ (年件恐十1賢

ギ
み ｀指 )

が好く峰 ゼ秩3おこ.Д代こ許 偶 )こ粋 たユ_機 )十革島姦

きた 0ぃ次.,薄ぃ為【だ次こ、

銀軽廷_γ上決十r)区 十? Ⅸ
章
1告解

ドこて―γ上澄キ|)亨ゃ緑、 官章甲輩与「わ特 tこと孔急_γ)キ r/―と.)酔 ′ b特 |モ←封年除キ
r)妖 十触

撫|―
議
こ(1鶴 r)律R_平告談営

航_轟 ミr_7-静1鶏R―l―義 う
ミr_7-触ボ魚ヱー轟 う

澄ゃ S-7-酢t針哲飾―轟 )

hミl-7詠もおこねこみ律み減作?_義)+義
瑠印任 e.こと代ゼ汝も

繭十ゑ薄卜
む

拠

触

律章稚
青

至
・
や

ぽ

一　　　　　　　　　　　　　　　一キ

諄

ぶ

液
　
震

慈
　
く

占

　

　

　

　

―

選

　

―


